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モデルベースト制御 (MBC) を実装するために
1. 熱損失推定のための壁面熱伝達モデルの構築
2. 着火時期予測のための壁温・ガス温度推定法の開発
3. ECUで計算可能な0次元熱伝達モデルへの展開
 ガス流動と熱伝達の関係をCFD解析および実験から検討

 エネルギー⽅程式より壁面熱流束の推定式を導出
 実験装置構築

 実測および3D-CFDより熱伝達モデルの妥当性を検証
 吸気・圧縮⾏程における熱伝達モデルの構築

 CFD関連：乱流，燃焼，着火遅れ，熱伝達モデルの最適化
⇒ 3D-CFDの⾼精度化およびエネルギー方程式基盤の熱伝達モデルの構築

 実験関連：実験装置の構築 (可視化エンジンは調整中)
⇒ PIVによるガス流動の測定および熱電対による壁面熱流束の測定
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防火壁の設置

制御
グループ

運転条件ごとの
乱流エネルギーの評価

 実測値および3D-CFD結果を比較検討し熱伝達モデルの妥当性を検証

熱伝達モデルの
妥当性検証

壁温・ガス温度推定法の構築
０次元熱伝達モデルへ展開

乱れ ⇒ ①吸気・圧縮⾏程:初期乱れ ②燃焼⾏程:噴霧による乱れ

PIVの概略図

ガラス
シリンダー

レーザー

⾼速度カメラ

 実験室改修 (安全性確保)

0次元熱伝達モデルおよび温度推定法の⾼精度化
0次元過渡熱伝達モデルの構築
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メッシュ数の検討筒内の瞬時温度および速度分布

可視化エンジン

 3D-CFDによる筒内ガス流動の計算

炎検知器

有機溶剤検知器
CO検知器

各種検知器の設置

冷却⽔・燃料系の再配管




